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研究成果の概要（和文）：  

 19-20 世紀の諸帝国史を比較研究し、帝国が周縁や植民地でとった政策における保守主義と
近代化の関係、被支配者側が帝国に対して行った協力・抵抗と近代化・ナショナリズムの関係、
諸帝国が互いに争いつつも共存しグローバルに経験を参照し合った競存体制を考察した。また、
帝国権力と社会の関係には一定の普遍性が見られると同時に、近代化や帝国競存体制への参入
時期の違いが各国の特徴の違いを生んだことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This is a project on comparative research of empires in the 19th and 20th centuries. We elucidated the 
policy of conservative modernization in colonies and peripheries of empires, as well as colonized 
peoples’ collaboration with and resistance to empires in the age of modernization and nationalism. 
Empires constituted a global regime of competitive coexistence, and referred to each other’s experiences. 
The time and circumstances of modernization and entry into this regime largely determined each 
empire’s characteristics. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、帝国論・帝国史研究は世界的に盛ん
になっているが、9.11事件後に流行した国際
政治学や現代思想における帝国論と、歴史学
における帝国史研究の間には隔たりがある。
また帝国史研究の中でも、個別のテーマの実
証的研究と、構造論、類型論、帝国主義論、
ポストコロニアル論などの理念との間に時

に乖離が見られる。本研究は、さまざまな理
論を批判的に摂取し、また個々の帝国の研究
から生まれた知見を他の帝国に柔軟に適用
しながら、近代の諸帝国の特徴と、帝国間・
地域間の相互作用を解明すべく構想された。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、19-20世紀のロシア、イギリス、
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中国（清）、日本、西アジア（オスマン帝国・
イラン）、アメリカを主な対象とし、以下の
ことを課題とした。 
(1) 帝国と近代：近代という時代は、帝国に
対して、君主と国家と社会との関係の再編、
能率的な官僚制の形成、緩やかな人的統合か
ら面的・領域的支配への転換、辺境に関する
知識の蓄積と世界観の形成など、さまざまな
課題を突きつけた。国際関係においても、国
境の明確化・国境管理や、皇帝を世界の頂点
とするコスモロジーと主権国家体系のもと
での国際法との調整が必要となった。こうし
た問題に諸帝国がどのように対応したかを
比較する。 
(2) 帝国と民族：帝国は、中心部とは文化的
に異質な空間を抱えていることを特徴とす
るが、そのような空間の住民たちが政治意識
を強めることによって、帝国にとって特に対
処の難しい問題である民族問題が現れた。た
だしこの問題は、単に「抑圧」からの「民族
解放」という性格だけを持っていたのではな
い。帝国権力がオリエンタリズム的な知識や
観念を用いながら諸民族をどのように分
類・把握し統治しようとしたか、諸民族が帝
国の作り出した観念や制度をどのように利
用しながら自らの利益を実現しようとした
か、そして両者の相互作用の中でどのような
差別構造や駆け引きの関係が生まれたかを
分析する。 
(3) 帝国と国際秩序：19世紀を広義のグロー
バル化の時代としてとらえ、それぞれの帝国
の内政と外交の関わりや、地域的なネットワ
ークと帝国権力の相互作用を解明すること
を通して、イギリス帝国を中心としながらも
地域的に多様な展開を見せた近代国際秩序
のあり方を考察する。 
 
３．研究の方法 
 帝国史研究の基礎となる史料の収集を、海
外調査と図書資料購入の両面から進めた。特
に、ロシア帝政期中央アジア史に関する文献
資料コレクション「トルキスタン集成」のデ
ジタル版を購入し、この分野の研究の資料的
基盤を大幅に強化した。 
 メンバー全員と外部からの講演者を交え
て議論を行う研究会を年 2回程度開いた。た
とえば、2010年 4月 24日の研究会「比較帝
国論の方法を考える」では、木畑洋一氏らを
招いて、イギリス帝国史研究の蓄積に基づく
帝国の階層的構造や脱植民地化に関する論
点と、進展著しいロシア帝国史研究から出て
きた認識論や越境論の論点を突き合わせ、さ
らに他の帝国・地域の専門家からのコメント
を受けて、比較の方法を議論した。同年 9月
27-28 日の研究会「比較帝国論の具体的展開」
では、帝国の狭間に置かれた近代・戦間期の
中欧での地域認識と地域再編構想、ロシアの

中央アジア統治、イギリスのインド統治、ア
メリカによる戦後アジア秩序形成における
コラボレーターの役割など、多様なテーマで
比較の議論を行ったほか、メンバーが専門と
は異なる地域の研究書を読んで書評するこ
とを試みた。 
 また若手による研究報告会を随時開き、ロ
シア帝国、清朝、日本帝国などに関する最新
の研究成果を、比較の文脈に乗せて議論した。 
 
４．研究成果 
 本研究によって以下の知見が得られた。 
(1) 国土と住民を行政機構と学知によって
綿密に把握し管理統制する、教育の普及によ
り住民が国民・臣民としての義務をより効率
的に果たすことができるようにするといっ
た意味での近代化は、西洋帝国、非西洋帝国、
植民地に共通した課題であった。ただし中央
とは異質な社会を統治するという帝国の特
性から言って、単に近代的な社会・政治シス
テムを押しつけるのではなく、現地の社会構
造をよく把握したうえで、全帝国的なシステ
ムに取り込む必要があった。英領インドやロ
シア領中央ユーラシアでは慣習法やイスラ
ーム法を帝国が調査・解釈したが、日本が植
民地で行った旧慣調査にも同様の発想があ
る。このように各地の社会・文化を調査・分
類する学問的・政治的作業は、支配者集団と
被支配者集団の統合と差異化の両方向に作
用した。また、帝国は多くの場合保守的な政
体であり、なおかつイギリス帝国などは植民
地の現地有力者層を保存することに熱心で
あったから、古い社会構造を維持しながら教
育や技術の近代化を進める「保守的近代化」
という興味深い現象が見られた。 
(2) 中央と周縁、大国と小国の間に、非対称
ではあるが一方的ではない多様な相互作用
が生まれ、地方エリートや民衆が、帝国中央
の情報・認識不足を利用して協力と抵抗を随
時切り替えるという現象が多くの地域で見
られた。そうした協力や抵抗が、教育などの
近代化の進展ないし近代化の必要性の認識
と結びついた時、ナショナリズムの運動が出
現・成長した。ただし民族・国民以外のアイ
デンティティ、特に宗教の意義がそれによっ
て消えたわけではない。帝国の現地社会への
関与において宗教者層が重要な役割を果た
したことは、ロシア帝国史などの研究で既に
指摘されているが、日本帝国が大陸に進出す
る際にも、仏教徒やムスリムに対する「工作」
が一定のインパクトを持っていた。 
(3) 帝国は互いに覇権争いをしながらも、国
際関係を大国間の秩序として維持すること
に利益を見出すという、競存体制を構築して
いた。帝国の統治モデルにおいても、それへ
の抵抗の方法においても、グローバルな規模
での相互参照がなされ、帝国間や抵抗勢力間



 

 

で必要に応じ情報・知識の提供も行われた
（日本の台湾出兵の際の、イギリスによる地
図・海図提供など）。他国の経験の参照過程
を探る史料として、国王、官僚、宗教者など
による旅行記の重要性も指摘された。 
(4) 帝国に関するさまざまな概念の吟味と
深化、および新しい概念の提起を行った。研
究分担者の山室信一は、国民帝国と空間学知
の関係を考察し、軍が集めた地理情報など
「隠された学知」の重要性を指摘した。池田
嘉郎は「共和制の帝国」という概念を考案し
て、ソ連体制における専制と共和制、帝国と
国民国家の結合を分析した。イギリス帝国論
で育まれてきたコラボレーター論が、ロシア
帝国やアメリカ「帝国」にも適用できること
が多くのメンバーによって示されたほか、外
国人研究協力者の一人ジャナト・クンダクバ
エヴァ教授（カザフ大学）は、キャナダイン
のオーナメンタリズム論（イギリス帝国統治
における褒賞や儀式の役割）のロシア帝国へ
の適用を試みた。これらの作業を通して、諸
帝国の特徴はたとえば大陸帝国と海洋帝国
という二分法によってきれいに整理できる
ものではなく、帝国に関わるさまざまな階層
の権力間、および権力と社会の間の関係には
一定の普遍性が見られること、むしろ国際的
な帝国競存体制への参入の仕方や近代化の
時期、内外の脅威への応答のあり方によって、
各国の特徴の多くが形作られたことを明ら
かにした（産業革命で先行したイギリスの自
由貿易主義と、経済的に劣位なロシアの領土
安全保障重視、遅れて登場した帝国・日本の
加速的帝国主義と、その脅威を受けた中国の
主権意識強化など）。 
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